






 

２０２５（令和７）年 10月～12 月 見通し 

 

＜工務店・販売店様による需要予測＞ 

 国土交通省より 2025 年 6 月までの新設住宅着工数が発表され、1 月～6 月までの累計は

前年比 92.5％（36 万 1,900 戸）となった。3 月に建築基準法改正前の駆け込みで大幅に着

工戸数が増加した反動もあり、4 月～5 月は過去最低水準（前年比：4 月 73.4％、5 月 

65.6％）で落ち込み、依然として回復は鈍い状況である。4 月～6 月は利用関係別でも給与

住宅を除く全ての項目で前年同期比 2 割以上の減少となった。 

そのような中、2025 年 10 月～12 月の需要予測がまとまった。工務店・販売店の需要予

測では、工務店がマイナス 23.8 ポイント、販売店がマイナス 27.3 ポイントと、依然とし

て共に減少予測が強い傾向にあるものの、前年同時期の調査と比較すると「増加」が増え、

「減少」が減る改善予測となった。特に北海道、関東、近畿、四国の改善が全体を押し上

げている。一方で甲信越、北陸、中国では「減少」予測への傾きが見受けられ、特に北陸

は 2024 年 7 月～9 月調査以来、継続して「増加」予測が先行していたが、今回マイナスポ

イントに転じたことからも状況の変化が伺える。 

今期の着工戸数の落ち込みの背景には法改正による確認審査期間の延長が主要な要因と

して挙げられている。一時的な見方もあるが抜本的な変革が求められる局面に来ているこ

とも考えられる。申請手続きの混乱の落ち着きや秋の需要期を終えた状況が分かる次回の

調査にも注目したい。 

 

＜主要メーカー様による販売予測＞ 

主要メーカーの販売予測は『合板』『窯業/断熱』『住設機器』は「減少」が「増加」を上

回った。4 月からの着工減の影響から、特に合板や断熱材等の住宅基礎資材メーカーが需

要の冷え込みを懸念していると捉えられる。一方『木質建材』は「増加」予測が大きく増

えており、これは今期複数メーカーで実施している価格改定も影響していると思われる。 

 増加予測 前年並予測 減少予測 

合  板 6.7% 46.6％ 46.7％ 

木 質 建 材 41.7％ 41.6％ 16.7％ 

窯 業 ・ 断 熱 20.0％ 53.3％ 26.7％ 

住 設 機 器 18.8％ 49.9％ 31.3％ 

 

＜各種調査について＞ 

 現在の建築確認申請に要する平均審査期間は、全体の有効回答のうち半数程が従前より

も長い「6～8 週間」以上となった。長期化への対応として申請業務の外部委託が多い一方

で、特に対策を講じていない回答も多く見受けられた。人手不足対策・多様な人材の就業

環境整備については特に対策をしていないという回答が多かったが、人手不足が原因の倒

産件数が建設業・物流業界で多く見られることから、多様な人材の確保への取り組みが急

がれる。 
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取扱量の推移・需要予測 ＪＫ情報センター 　

　　　増加 　　　前年並 　　　減少

　　　回答数 2,776    Ｌ Ｖ Ｌ　・・・・・・・・・・・・・・・・      回答数 2,737

　　　回答数 2,775 　　　回答数 2,773無垢材　・・・・・・・・・・・・・・・・・ プレカット　・・・・・・・・・・・・・・・

地域別需要予測

――― 木材取扱量

取扱量の推移

  「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中からお選びいただき、総回答数よりそれぞれの割合を算出しました。

【100】 と な り ま す 。

集成材　・・・・・・・・・・・・・・・・・

尚、指数は、全て「増加」と回答された場合は

平成18年第1四半期から調査を開始しました。

  単位は「％」となります。

この取り扱い量の推移は、「増加」「微増」

「前期並み」「微減」「減少」の中からお選び

頂いた各件数を元に割合を算出し、その数

値にＪＫ情報センターが数値を求める為に

算 出 し た ポ イ ン ト を 乗 じ て お り ま す 。
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